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●概要等
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淀川大堰下流
への移設検討

利用－１

水上オートバイ実施区域

トーイング遊走者
(スイジョウスキー、
ウエイクボートなど)

競技練習者
ブイコース

レジャー遊走者
水上バス走行禁止エリア

非動力船(カヌー、ウインドサーフィンなど)

鳥
飼
大
橋

利用期間：６月１６日～１０月１５日の土、日、祝日

利用時間：午前１０時～午後４時

場 所：一津屋地区（鳥飼大橋付近、下図参照）

水質調査の結果ではベンゼン、キシレン等の検出も確認されていることから上水の取水がな
い淀川大堰下流への移設を検討。

検討にあたっては、摂津市一津屋地区での過去３年間の利用実態を評価した上で、既設の淀
川水面利用調整協議会（平成１０年１２月設立）にて検討。

淀川水面利用調整協議会
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【瀬田川の現状等】

・現在、瀬田川では遊覧船、漁船、カヌーや手漕ぎボートの利用が主。

・現状では、水上オートバイ等の利用による問題は発生していない。

【滋賀県条例の概要】

○滋賀県琵琶湖のレジャー利用の適正化に関する条例

・琵琶湖の自然環境の保全、地域住民の生活環境保全を目的に制定。

○滋賀県琵琶湖等水上安全条例

・「水上交通の安全確保」、「水上交通に起因して発生する騒音などの防止」等を目
的に制定。
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航行規制水域の指定により、水上オートバイやプレジャーボート等の利用を制限

※条例は、瀬田川洗堰より上流も対象
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●体制図
【検討機関】

淀川河口部から大阪府域の三川合流点にかけての国土交通省管理の水面の安全かつ快適
な利用を促進することを目的に設置

●フローチャート

学識経験者 関係行政機関 河川管理者

淀川水面利用調整協議会（平成１０年１２月設立）

摂津市一津屋地区での利用

（秩序ある利用を達成）

水質調査の結果、ベン

ゼン、キシレン等の検出

も確認。（新たな問題）

水上オートバイの利用箇所を特定 区域の特定

淀川大堰より下流への移設検討

淀川水面利用調整協議会

を開催

河川法等に基づき通航禁止区域及び通航制
限区域の指定

水上オートバイ、プレジャーボ

ート等レジャー用動力船の通

航禁止区域及び通航制限区

域の設定を検討

利用－３
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●体制図

●フローチャート

学識経験者

沿川自治体等関係機関

地域住民等

瀬田川水辺利用者協議会（仮称）

瀬田川水辺利用者協議会（仮称）

平成１５年度中に設置予定

既存の桟橋・係留施設の

集約・共有化を検討

検討結果に基づき占用者と調整

利用－４









具体的な整備内容シート（第１稿）

【平成１５年３月１４日版】

●体制

・河川利用委員会（仮称）委員会体制（案）

学識経験者 環境分野

都市計画分野

沿川自治体 環境担当部局

都市計画担当部局

地域住民 沿川市町村より公募

●フローチャート

・河川敷利用（占用許可）フローチャート

申 請 者

河川管理者

占用申請 占用許可

河川利用委員会（仮称）

従来の占用許可事務手続き

河川整備計画策定後必要と
なる手続き

ゴルフ場、公園等占用施設の新設及び更新の許可にあたって、河川管理
者からの意見照会を受け、周辺環境及び地域性に考慮しつつ、川らしい
自然環境を保全・再生する観点に立って、占用施設のあるべき姿につい
て検討を行い、河川管理者に回答する。

利用－６








